
0

上士幌町と連携した大規模太陽光発電
の取り組みについて

2025年10月
北海道ガス株式会社



上士幌町との取り組み

・北ガスグループは、上士幌町をはじめとする5者(※注)で締結した「エネルギー地産地消のまちづく
りに関する連携協定」に基づき、地域電力会社（株）karchの電力事業の立ち上げを支援。
・また、町内の畜産バイオガスで発電された電気を活用し、（株）karchへの電力需給管理支
援を行うことで、上士幌町のエネルギー地産地消に貢献。

◆上士幌町エネルギー地産地消のまちづくりに関する連携協定（2017年9月）

・5者は、畜産バイオガスを核とした資源循環・エネルギー地産地消のまちづくりの実現にあたり、相互に
協力して円滑な推進を図るものとする。

・5者は、町内のバイオガスプラントで発電された電力の地域内供給を目指すものとする。

・5者は、バイオガスプラントで発生した発電排熱及び余剰ガスを活用した熱利用による新たな事業展開を
推進することにより、地域発展を目指すものとする。

（※注）上士幌町、上士幌町農業協同組合、株式会社上士幌町資源循環センター、有限会社ドリームヒル、北海道ガス株式会社

・地域電力会社（株）karchの電力事業立ち上げ支援

・町内の畜産バイオガス発電を活用した、（株）karchへの電力の需給管理支援

上士幌町と北ガスとの取り組み



排せつ物を提供
（ふん尿→原料として付加価値化）

エネルギー地産地消の仕組み
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・これまでは（株）karchと連携し、町内の家畜ふん尿をもとにした畜産バイオガス発電を基盤
とした電力を町民にお届けすることでエネルギーの地産地消を実現。
・今回の太陽光発電所竣工により、町内に新たな電源を創出。これにより、（株）karchへの
電力供給がより安定することで町内の脱炭素化とコスト低減を目指す。

上士幌町

電力

「かみしほろ電力」としてまちへ電力
供給

北ガスを通して電力を調達

畜産バイオガス発電

牛の排せつ物をもとに発電

新設：太陽光発電

上士幌町有地に設置
 （北ガスにて運営）

地域新電力会社

＜北ガスの役割＞
電力事業運営の支援
・電力需給バランス支援
・営業活動の助言・サポート
・大規模太陽光の建設及び運転

地域内
循環

地元の酪農家・畜産農家

＋
（（株）上士幌町資源循環センターにて運営）



名称 上士幌太陽光発電所

建設地
北海道上士幌町字上士幌東1線
339、東2線347番1
※上士幌町からの賃貸借（旧遊休地）

太陽光
仕様

発電能力：1,999kW
年間想定発電量：4.4GWh
(上士幌町世帯数※の約54%分相当)

※2,581世帯（令和7年3月時点）

発注先 岡田建設株式会社

工期
2024年9月着工
2025年10月運転開始

上士幌太陽光発電所の概要
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発電所敷地面積：約6ha
（大和ハウスプレミストドーム約1個分）



上士幌太陽光発電所の特長
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両面パネル

◆両面パネル方式の採用
 両面パネルの採用により、地面や雪からの反射光を利用することで発電量の最大化に貢献

両面パネルの採用により、
年間約6%の発電量増加
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片面パネルと両面パネルの発電量の比較

片面発電パネル 両面発電パネル

参考）PCS1kWあたりの発電実績（※岡田建設（株）提供）

▷雪の多い1～2月と、地面からの反射光
を強く受ける5月～7月にかけて発電量の
増加が見込まれる

kWh

積雪期
→雪による反射光影響

日射量の強い時期
→地面からの反射光影響

※道内他地域の発電実績



本事業の目指す姿
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・脱炭素先行地域に交付される環境省の交付金を受け、町所有の遊休地を活用することで上士
幌町内における再生可能エネルギーの拡大とエネルギーの地産地消の加速化を実現
・（株）karchが、地域の方々にとって使いやすい電気料金体系を提供することで、町内の経済
循環を後押しする。
・「エネルギーの地産地消」と「地域経済の活性化」を両立する持続可能なモデルを構築

畜産バイオガス発電

上士幌町

電力

新設：太陽光発電

上士幌町
かみしほろちょう

①脱炭素移行・再エネ推進
 交付金（補助金）の活用
②町所有の遊休地提供

エネルギー地産地消 地域経済の活性化

￥

環境省
脱炭素先行
地域の選定

＋

卸電力料金の抑制・安定化

電気料金の値下げを実
現し、メニュー競争力の
確保を実現

道内他地域でも適用できる持続可能なモデルを目指していく

＋

町民の経済的
負担を軽減

地域内
循環

・発電量の最大化
・建設コストの低減



参考）上士幌町の概況
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北海道バルーンフェスティバル

道の駅かみしほろぬかびら源泉郷三国峠（秋） タウシュベツ川橋梁

4,721 人

※2025年3月末現在

人 口

世帯数 2,581 世帯

ナイタイ高原牧場



参考）上士幌町の脱炭素先行地域としての取り組み

今回の大規模太陽光発電所設置の目的

7※出典 環境省 脱炭素地域づくり支援サイト



参考）（株）karchの概要
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法人名 株式会社karch（カーチ）

設立年月日 2018年5月28日

所在地 〒080-1408 北海道江東郡上士幌町字上士幌東3千227番地1

代表者 代表取締役 千葉 与四郎

事業内容 施設の維持管理運営に関する事業/電力小売事業/イベント企画運営事業/旅行業代理業

◆株式会社karch
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